
寄

港

園

編

田

本

航

路

考

口

附

'rTT

I
レ

ス

考

摘
建
傭
在
日
本
航
路

太
倉
か
ら
出
た
王
進

1
行
は
､
大
横
賂
軍
に
導
か
れ

て
､
太
倉
か
ら
江
を
下
身
､

一
旦
研
江
の
韮
山

へ
南
下

し
､
そ
れ
か
ら
日
本
は
向
つ
た
｡
朗
が
常
時
閑
適
の
人

々
も
亦
支
那
菓
海
か
ら
多
数
日
本

へ
航
行
し
て
ゐ
光
｡

を
乙
で
乙
～
ほ
記
し
空
欄
建
慨
と
は
誰
か

と

し

ら

べ
チ

て
み
る
と
､
日
本

一
鑑
に
｢
宗
麟
初
給
車
中
陳
侃
出
壁
)

チ

テ

ク

ノ

琉
球
:
取
二道
両

廻
-以

社

I

其
従
人
有
下
識
rL日
本

終

琴

′

.フ

者
[
故
閑
海
人
困
知
-
敬
.]遭
於
大
小
琉
球
‥
野
.諮
海
山
l

ノ

1
路
而
声
｡
又
戯
海
人
郭
朝
郷
.
版
摺
航
源
'
苗
n
捧
泉
:

固
l

風
曹
流

事
1共
闘
.
故
戯
海
人
自
後
亦
知
二
其
遺
.
奥
L

JJ
H

で
ゐ
る
か
ら
.
葡
鍵
槌
と
は
明
史
琉
球
樽
に
出
て

ゐ
る
薪
覇
十
三
年
の
遣
使
の
革
で
､
上
乃
命
二
給
革
中
陳

蒋

梅
園
鵬
日
本
航
路
考

藤

田

元

春

侃
､
行
人
高
密
.持
′

節
社
″

封
と
あ
る
79
の
で
あ
る
｡
鄭

成
功
の
言
に
よ
る

と

皆
時

は
日
本
人
の
寒
波
に
凍
み
館

す
る
も
の
甚
だ
多
-
､
同
時
に
中
問
の
私
商
79
亦
絡
樺

と
し
て
彼
に
市
す
各
格
超
有
わ
と
あ
る
か
ら
'
噺
江
の

人
は
､
鳥
沙
陳
銀
又
は
韮
山
か
ら
出
帆
す
る
L
t
補
数

の
人
は
頑
州
と
か
泉
州

｡
樽
州
か
ら
出
帆
す
る
し
､
焼

栗
の
人
は
磨
兼
か
ら
出
帆
す
る
と

い
ふ
風
に
路
が
あ
っ

て
'
日
本
人
の
凍
っ
て
舘
す
る
7P
の
共
と
常
に
親
し
-

交
は
つ
で
ゐ
た
の
で
､
夙
に
日
本
の
航
路
は
熟
知
n
れ

て
ゐ
ね
の
で
あ
る
｡
け
れ
ど
も
'
文
筆
の
あ
る
79
の
で

夜

5,
か
ら
､
陳
侃
の
至
る
攻
で
は
記
鎖
さ
れ
在
か
つ
ね

の
で
あ
る
｡

嘉
塀
十
三
年
甲
午
は
天
文
三
年
(
酉
配

一
事

二
四
)
で

望
九

三
五



地

線

節
二
十
四
怨

あ
る
が
'

を
の
頃
琉
球
閑
人
が
'(
1
四
三
二
-

一
五
七

〇
年
の
閉
)
南
洋
の
避
雁

･
爪
畦

･
浦
刺
加

｡
ス
マ
タ

-'･tセ
〓-

ラ
｡

沸
太

泥

等

へ
頻
繁
に
安
通
し

て中
艇
貿
易
の
利
を

村
で
ゐ
ね
FJ
J
J
は
､
秋
山
誹
職
域

｢日
支
交
渉
史
話
｣
に

詳
記
ruれ
で
ゐ
る
通
で
あ
る
が
､
｢
島
津
問
ぬ
｣
に
ょ
る

と
嘉
青
元
年
､
(
西
紀

-I
四
四

1
)以
後
琉
蛾
は

一
面
日

本
に
臣
服
し
'
文
明
頃
か
ら
文
鼎
､
叉
は
槽
鞭
と
邦
す

る
船
を
日
本
薩
摩
に
選
っ
て
ゐ
ね
｡

頁
鷹
二
年
春
三
月
十
六
日
北
候
義
時
は
.
薩
摩
坊
津

飯
田
備
前
守

･
兵
庫
辻
村
新
兵
衛
尉

･
土
佐
浦
月
篠
原

孫
石
衛
門
を
鎌
倉
に
召
し
倉
試
し
て
行
舟
約
法
三
十

一

櫨
を
定
め
た
乙
と
が
島
津
稗
俳
公
萄
靴和
に
出
て
ゐ
る
位

で
あ
る
か
ら
'
十
三
世
紀
既
に
南
海
の
坊
津
と
､
捕
月

及
び
兵
庫
と
の
連
絡
も
出
凍
て
ゐ
ね
と
見
て
よ
い
と
す

れ
ば
'
そ
れ
か
ら
二
世
配
の
後
に
於
で
薩
摩
か
ら
琉
球

に
通
じ
､
琉
球
か
ら
南
洋

へ
交
通
し
た
融
の
中
に
､
多

数
の
日
本
人
が
乗
わ
込
ん
で
ゐ
ね
と
想
像
し
て
誤
は
な

い
｡
鷹
永
十
七
年
五
月
島
津
元
久
が
'
日
向
の
油
津
よ

-
乗
船
し
て
和
泉
の
堺
に
つ
き
六
月
三
日
室
町
幕
府
に

歩
六
統

四
四
〇

三
六

到
着
し

JJP
大
刀
や
馬
や
小
袖
や
絹
布

･
皮
革
を
献
上

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

し
光
品
目
の
う
ち
に
'
撃
酒
砂
糖
或
は
膳
香
等
の
名
が

み
え
て
ゐ
る
の
む
見
る
と
P
足
利
時
代
に
は
堺
か
ら
薩

摩
を

へ
で
琉
球
よ
-
先
に
遠
-
南
洋

へ
の
交
通
が
現
存

し
て
ゐ
ね
こ
と
が
考

へ
ら
れ
る
｡
鷹
永
十
七
年
は
閏
暦

1
四

一
〇
年
だ
か
ら
､
其
後

一
世
紀
､
天
文
年
間
の
琉

球
人
の
活
躍
と
島
津
氏
も
し
-
は
九
州

･
四
闘
中
間
の

水
夫
等
と
､
何
等
か
の
交
渉
が
な
い
と
は
5,
へ
犯
｡
前

記
大
倉
位
の
日
本
航
路
の
韮
山
か
ら
薩
摩
の
坊
里
に
達

し
た
の
も
常
飲
州で
あ
れ
ば
､
両
建
使
陳
侃
が
琉
球
に
促

し
て
､
日
本
航
路
を
書
き
と
め
る
こ
と
が
出
来
ね
の
も

こ
れ
を
そ
の
教
達
の
跡
か
ら
見
て
､
あ
ま
-
に
遅

い
記

錬
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
写
ら
な
い
｡

つ
ま
-
常
時
の
支

那
は
'
通
暁
の
日
本
を
軽
硯
し
て
ゐ
ね
か
ら
'
や
っ
て

き
た
倭
船
や
.
琉
球
胎
を
カ
ゞ
何
と
な
し
に
あ
し
ら
つ

ね
に
過
ぎ
な
凡
だ
が
'
嘉
靖
に
至
っ
て
優
麗
の
俄
熱
と

し
て
膳
板
な
る
に
及
び
､
あ
わ
tJ
J
か
や
う
な
記
事
を

つ
'-
-,h'
或
は
憲
梅
園
編
に
或
は
燐
輿
園
に
或
は
四
源

指
南
に
或
は
日
本

一
鑑
に
同
じ
乙
の
報
骨
を
の
せ
ね
の



で
あ
る
｡
従
っ
て
rJ
の
文
字
を
み
て
嘉
靖
に
な
っ
て
は

じ
め
て
日
支
間
の
公
道
が
磯
見

誤

れ
ね
も
の
だ
と
見
な

し
て
は
を
ら
老

い
｡
恐
ら
-
乙
の
蘭
島
の
絵
は
､
天
武

ア
マ.I(

十
ク

女
ネ

ー
カ
ラ

朝
に
奄

美

｡

夜

久

一多
繭

･
皮

戚

の
人
々
が
日
本
を
訪

ね
て
以
凍
十
世
紀
以
上
社
蓮
の
海
道
で
あ
リ
カ
の
で
あ

ら
う
｡
否
解
明
天
皇
三
年
秋
七
月
親
筆
確
固
男
女
二
人

奄
英
数

へ
て
筑
紫
に
標
泊
し
て
か
ら
だ
と
す
れ
ば
､
少

-
と
も
西
紀
六
六
〇
年
以
来
の
海
道
で
あ
っ
た
｡
故
に

奈
良
朝
に
は
乙
の
海
道
に
踊
し
て
特
に
電
妥
在
る
航
路

標
識
を
定
め
ら
れ
た
rJ
と
さ

へ
あ
っ
た
｡
即
ち
天
平
勝

畢
六
年
二
月

(
西
､
七
五
四
)
の
詔
に
過
ぐ
る
天
平
七

年

(
四
㌧
七
三
五
)
太
宰
大
武
小
野
朝
駐
薯
が
特
に
高

Lワ
シカ
ヒ

橋

牛

菱

を

南
島
に
遭
は
し
牌
を
樹
で
ね
が
､
其
牌
は
既

は
年
を

へ
で
朽
ち
て
し
せ
っ
た
｡
こ
れ
で
は
い
け
覆

い

か
ら
､
宜
し
-
こ
れ
を
趣
で
か

へ
.
牌
ご
と
に
明
に
島

の
名
と
泊
船
の
所
と
'
水
の
有
る
所
を
記
し
'
吏
ら
に

去
就
の
岡
の
行
轟
を
記
し
､
温
か
に
島
の
名
h

tみ
て

蔭

者
の
触
む
し

で趣
向
す
る
朗
を
知
ら
し
め
よ
と

い
ふ
詔

が
出
た
位
で
あ
る
か
ら
､

い
か
に
fJ
の
航
路
が
重
要
就

縛
船
脚
綱
E
Z本
航
路
考

さ
れ
て
ゐ
た
か
が
し
れ
る
｡
恰
も
rJ
の
天
平
勝
蟹
六
年

ヤ
ク

の
前
年
の
十
二
月
に
音
備
具
備
が
蹄
っ
て

き
て

益

久

島

に
つ
い
て
ゐ
る
｡
そ
れ
か
ら
具
備
は
紀
伊
の
牟
漏
暗
に

漂
着
し
た
の
で
あ
つ
た
か
ら
､
乙
の
詔
は
恐
ら
-
具
備

の
鰭
戯
け
よ
る
上
奏
に
基
-
こ
と
で
も
あ
る
で
あ
ら
う

が
､
し
か
し
入
閣
の
船
が
稀
で
あ
っ
カ
怒
ら
ば
'

ど
う

し
て
か
や
う
な
親
切
夜
襟
牌
を
二
十
年
も
前
に
建
て
光

で
あ
ら
う
か
.
遣
唐
使
の
舶
ば
か
-1
で
は
夜
-
､
幾
多

の
唐
船
や
'
琉
球
の
民
船
や
'
関
越
の
私
版
敵
を
ど
の

凍
る
も
の
既
に
口
に
多
か
つ
ね
結
果
で
あ
る
と
み
て
よ

い
で
あ
ら
う
0

梅
花
寛
外
山
開
舶
用
革
辰
針

･
乙
辰
針

･
或
用
辰
累

計
十
繋
船
取
小
琉
球

梅
花
と
は
さ
き
に
健
闘
事
略
は
も
出
て
ゐ
力
地
名
で

あ
っ
て
'
梅
花
所
は
常
時
倭
矯
防
衛
の
屯
所
の
出
凍
て

ゐ
カ
と
fJ
ろ
､
福
建
省
永
単
糖
の
北
八
十
里
で
あ
る
｡

梅
花
東
外
山
と

い
へ
ば
､
そ
の
梅
花
朗
の
東
の
海
中
は

あ
る
外
島
で
あ
る
｡
今
日
の
地
問
に
は
来
大
島
と
記
さ

れ

て'
麻
州
聞
江
の
口
は
あ
る
か
ら
､
梅
花
開
洋
と

い

四
巴

三

七



地

球

鱒

二
十
四
巻

へ
ば
二
洞
建
省
の
骨
壁
欄
州
か
ら
出
費
し
た
と

い
ふ
町

と
同
意
味
で
あ
る
｡
粟
島
か
ら
は
末
々
南
叉
は
東
南

へ

針
を
と
っ
て
す
す
ひ
と
P
十
駐
托
し
て
小
琉
蛾
に
つ
-

小
琉
球
の
何
所
か
は
､
陪
審
琉
球
健
に
も
出
て
ゐ
て
､

日
本
の
撃
界
で
い
ろ
-
1
聞
題
と
な
っ
て
ゐ
ね
が
､
日

本

1i
鋸
の
著
者
は
小
琉
球
は

｢
小
来
島
p
即
小
琉
球
問

女
イ
ワ
,T[

彼
云

大

宛

圃
｣

と
し
る
し
て
ゐ
る
の
で
､
明
に
今
の
毒

午
-
ル
ンシヤ
ン

轡
で
あ
る
｡
獅

同
車
に
小
兼
の
域
に

難

龍

山

あ

ら
､
山

々
ン
スヰ

の
石
峯
､
特
に
衆
中
に
高
-
､
淡
水
有
-
出
づ
蕎
と
ま

で
し
る
し
て
､
義
輝
た
る
を
覆
し
て
ゐ
る
｡
そ
こ
で
両

州
の
海
上
の
東
山
か
ら
董
轡
の
淡
水
ま
で
凡
今
の
百
二

十
八
浬
の
養
轡
海
峡
を
東
商
に
横
断
し
た
rJ
と
が
明
で

あ
る
○
小
琉
球
蜜
北
過
船
畢

鶴
窮
嘩
及
梅
準

瓶
'髭
嘉
山
7

ヰ
ー
ル
ン

キ
-

壷
轡
の
北
常
盤
角
を
東
に
廻
は
る
と

基

隆

港

口
は

基

ル
ン

シ
ヨ

隆

喚

周

囲
二
十
町
､
孤
立
せ
る
黒
岩
が
あ
ゎ
､
そ
の
北

は
花
瓶

｡
棉
花

･
影
任
の
三
島
が
あ
っ
て
鼎
豆
の
形
を

Yイ
フ
ア

覆
し
て
ゐ
る
｡
梅

花

は
棉
花
で
あ
わ
､
つ
ぎ
の
瓶
は
花

字
を
脱
し
て
ゐ
る
｡
彰
英
は
彰
任
で
あ
る
｡
今
は
乙
の

節
六
披

四
望

三
八

彰
任
に
燈
轟
の
敦
が
あ
る
｡
共
闘
測
景
軍
船
ピ
ソ
ナ
ク

ル
｡
ク
ラ
グ
が
､
ア
Jr,h
ン
コ
ー
ル
ト
A
g
in
court
と
命

名
し
な
の
が
､
乙
の
影
任
で
あ
る
｡

髭
嘉
山
北
漫
過
般
､
遇
正
南
風
p
用
乙
卯
計
或
用
革

小犬
計
或
用
聾
乙
針
｡
西
南
風
用
畢
卯
計
｡
東
南
風
用
乙

卯
計
十
繋
船
琴

釣
魚
幌
,

彰
嘉
島
の
朱
は
ruら
ほ
尖
閣
諸
島
が
あ
る
.
日
本
の

多
-
の
ア
ト
ラ
ス
に
は
の
っ
て
ゐ
な
い
｡
蔓
轡
の
岡
版

79
沖
縄
の
同
版
79
を
乙
ま
で
旗
が
-
え
を
い
の
で
あ
る

か
ら
だ
が
p
日
本
絶
間
に
は
の
せ
夜
-
で
は
を
ら
附
､
沖

縄
糠
八
束
山
郡
は
属
す
る
脊
囲
領
土
で
あ
る
｡
尖
閥
の

名
は
沖
縄
膳
師
範
学
校
教
諭
濃
岩
恒
蝿
の
貸
地
踏
賓
の

時
の
命
名
で
､
明
治
三
十
三
年
の
地
撃
難
詰
に
同
氏
の

報
告
が
あ
る
｡

乙
の
諮
島
の
中
で
最
大
夜
も
の
を
釣
魚

唄
と
云
ふ
英
開
架
の
地
図
に
ピ
ン
ナ
ク
ル
島
P
in
n
a
cle

I
s.と
出
て
み
る
｡
乙
の
島
を
沖
縄
糎
人
は
ユ
ク
ン
･
ク

ウ
甘
ツ
け
ジ
ヤ

バ
と
呼
ぶ
'
日
本
で
は
釣
魚
を
逆
に

魚

釣

島

と
い
ふ
｡

社
昔
秒
日
本

へ
の
航
路
に
は
盛
宴
夜
目
標
で
､
壷
轡
の

イ
リ甘
や
テ

北
端
を
離
れ
て
'
南
風
に
乗
じ
て
兼

へ
十
吏
'
西

表

島



の
北
九
十
浬
p
基
隆
か
ら
百
二
十
浬
に
あ
た
身
'
沖
縄

島

へ
二
LTTT三
十
浬
で
あ
る
が
､
陳
侃
俊
雄
に
は

十
日
南
風
甚
Ⅲ
､
舟
行
如
け

飛
､然
順
レ

流
而
下
､
亦
不
二

甚
動
叫
過
▲
.

卒
嘉
山
､釣
魚
喚
-

過
.l葦
毛
興

趣
.赤
喚
,
冒

不
レ

暇
,
接

｣

塞
夜
発
二
二
日
之
路
.
夷
舟
帆
小
;
不
レ

髄
.

鼎
及

.夷

､在
i

後
'
十

1
日
夕
見
(.iiI米
山
:
と
あ
る
位

で

乙
.J
で
南
風
に

あ

へ
ば
順
流
即
ち
黒
潮
は
も
の
る
の
で

三
日
の
路
を

一
塞
夜
で
快
走
す
る
こ
と
が
出
水
ね
と
見

え
る
0
釣
魚
峨
北
遠
退
十
夏
'
船
南
風
用
革
卯
計
､
東
南
風

用
筆
卯
計
'
或
用
乙
卯
計
E
E雷
'
船
軍
】草
原
峨
一

章
肺
峡
は
右
の
槌
鉄
に
黄
宅
唄
と
記
し
た
も
の
で
､

尖
閉
講
島
中
の

1
で
'
釣
魚
の
北
東
約
十
五
浬
､
高
六

百
八
の
尖
頭
形
の
島
で
あ
る
.
線
斑
岩
だ
と

い
ふ
こ
と

だ
.
T
u
au
su
と
も
い
ふ
o

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

茸
蘭
鵬
北
過
過
船
便
是
赤
唄
､
五
更
船
南
風
用
甲
卯

計
､
束
南
風
用
畢
卯
針
､
西
南
風
用
畢
甲
計
或
用
革
乙

針
十
繋
船
至
赤
紙
峨

rJ
の
文
輩
に
亦
境
と
亦
次
哩
と
二
つ
記
rb
才1
て
ゐ
る

謂
悔
問
編
日
本
航
路
考

が
､
黄
麻
の
北
蓮
を
過
ぐ
る
即
ち
選
れ
赤
境
と

レ､
ふ
の

は
海
か
し
い
.
陳
侃
の
使
錐
は
あ
る
や
う
に
､
黄
麻
境

か
ら
来
し
て
亦
喚
即
赤
吹
嘆
に
至
る
べ

き
だ
､
故
に
こ

の
文
で
は
便
以
下
七
草
を
例
除
す
べ
き

で
あ
ら
う
｡(
債

鬼
赤
喚
玉
東
触
)
こ

れ
吏
け
剰
文
で

あ
る
｡
日
本
の
梅

園
黄
宅
峡
の
東
'
北

緯
二
十
六
度
朱
雀
百
二
十
四
度
五

十
分
は
赤
毛
境
が
あ
る
｡
釣
魚
と
黄
麻
と
の
間
も
十
更

黄
麻
と
赤
毛
と
の
間
も
十
更
で
あ
る
｡
即
ち
黄
麻
の
某

方
約
十
五
浬
に
あ
る
赤
色
の
岩
山
で
あ
る
0
亦
吹
だ
か

ら
日
塵
と
し
て
葦
毛
よ
-
も
飴
計
に
注
目
さ
れ
た
島
で

他
の
文
献
に
も
出
て
ゐ
る
島
で
あ
る
｡

赤
紙
幌
北
通
過
船
南
風
用
畢
卯
及
甲
尭
計
'
西
南
風

用
艮
寅
針
､寛
南
風
用
甲
卯
針
十
五
要
､
船
軍
】古
米
叫

亦
吹
境
は
共
闘
製
の
園
に
は

R
ateig
h
,
R
,
と
出
て

ゐ
る
｡
以
上
の
三
つ
倉
せ
て
実
閣
諸
島
と

い
ふ
｡
そ
れ

か
ら
十
五
史
､
即
葦
毛
哩

へ
の
距
離
の

一
倍
準
位
離
れ

ク
ノ
.I.1'{

た
廃
に
､
沖
縄
牒
島
尻
郡
久
米
島
が
あ
る
｡
古
米
は
専

管
で
あ
る
｡
乙
の
島
沃
野
多
-
面
積
二
万
旦
'
周
凡
十

二
盟
'
和
銅
七
年
既
は
乙
の
島
の
人
々
は
我
図

へ
水
質

琵
五

三
九



餅
二
十
四
魯

し
て
ゐ
る
0

ク

台
栄
山
北
漫
過
般
有
ノ

礁
'宜
コ
知
畏
避
;
南
風
用
革
卯

針
､
及
甲
寅
針
五
男
船
至

馬
己
叫
山

.;

..･.

馬
a
H
は
馬
歯
で
あ
る
｡
馬
歯
は
支
邦
人
の
呼
名
で
'

那
覇
の
四
十
数
浬
の
海
上
は
碁
布
せ
る
塵
良
問
群
島
の

こ
と
で
あ
る
｡
俸
信
錐
に
馬
薗
二
山
寧

中
山

(
沖
縄
)

正
酉

一
百
三
十
里
[乗
馬
薗
山
.大
小
五
島
､産
車
馬
等
‥

ザ
ヤ
ミ

J･
カ
シキ

′
ヤギ
リ

酉
馬
薗
山
大
小
四
島
､有
こ
座

間

味

｡渡
嘉

敷

等

､
間

切

.

西
山
光
磯
醇
.罪
人
多
流
1
此
と
あ
る
｡
晋
は
支
那
か
ら

船
が
-
る
と
慶
良
問
沖
で

砲
撃
を
放
ち
'
又
煙
火
を
あ

げ
て
.
部
新
港
へ
通
知
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
.
唐
船
出

ヌケ
ニ

入
の
妥
結
で
あ
っ
た
か
ら
､
私
貿
易

･
按
荷
を
楽
止
し

て
あ
っ
た
｡
近
-
は
文
化
元
年
二
月
唐
物
取
締

一
件
春

ケ
ラ
マ

海
天
保
十

山
年
文
番
等
は
蹄
唐
船
が
過
半
花
羅
健
は
汐

が
か
ゝ
少
し
で
不
正
の
塾
整
只
る
こ
と
を
楽
じ
た
と
あ

る
0琉
球
で
の
所
謂
多
島
渥
だ
か
ら
'
白
か
ら
琉
球
観
の

海
員
は
乙
の
慶
良
問
に
養
成
さ
れ
た
乙
と
.
我
が
瀬
月

内
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
.
文
政
七
年
即
ち
遮
光

節
六
助

買

四

四

〇

六
年
度
の
仰
ほ
も
'
渡
唐
船
並
槽
触

(
琉
球
で
の
大
き

い
荷
物
放
水
主
の
儀
'
塵
良
間
島
の
も
の
は
三
ケ
二
､

地
下
の
も
の
三
ケ
一
と
あ
る
｡
即
ち
海
外

へ
の
航
船
は

乗
る
水
夫
は
三
分
の
二
ま
で
は
慶
良
問
人
で
あ
っ
た
｡

バ
シ

ア
マ
･･J

マギ
･>

馬

歯

と
い
ふ
の
は

座

間

味

の
マ
ミ
P
又
は
間

切

の
韓
靴

か
と
考

へ
る
｡

馬
歯
山
南
風
用
甲
卯
敢
甲
寅
計
五
真
船
重
大
琉
球
､

大
琉
球
抑
新
港
泊
船
1.

青

拙
守
態
｡
'船
吏
此
用
畢
舛
及
甲

拭
針
行
二
丈
'
東
進
部
醐
内
粘
以
入
.1

琉
球
国

中

t
ニ那
覇
港
は
康
燕
五
十
七
年
に

7
度
竣
沫
し
た
が
､
明

治
に
在
っ
て
始
め
て
立
派
ほ
を
サ
ね
｡
内
港
は
狭
い
和

船
十
五
度

を
い
れ
る
｡
外
港
は
以
ろ

5'が
､
其
入
口
に

珊
瑚
礁
が
あ
る
O
支
邪
の
人
は
之
を
銭
叔
石
と
い
つ
カ
｡

出
入
口
三
つ
､
其
中
央
を
唐
船
口
と
い
ふ
位
で
乙

ゝ
が

義
-
て
最
も
頗
5'｡

那
覇
港
外
開
船
用
革
早
計
､
四
繋
船
野

軸
傭
暇
.外

過
船
､南
風
用
筆
発
計
三
賞
船
野

熱
望
典

以
行
イ
イ

那
覇
の
港
外
か
ら
は
北
へ
向
つ
で
四
史
､
離

侍

､
又

イ
イ

.1

.1

は
遣
超
即
ち
伊
江
島
で
あ
る
｡
椅
山
又
は
移
山
と
79
か



-
.
陳
侃
横
線
に

十
九
日
風
道
甚
'
不
1

可
下
以
-1人
カ
ー勝
[
遮
泊
].於
移

山
.之
奥
;
欝
陰
成
′疾

と
あ
る
｡
こ
れ
は
督
時
帆
船
交

通
の
不
便
を
し
の
ぶ
資
料
で
あ
る
0
乙
の
島
の
固
執
は
)T
i=

今
は
燈
毒
あ
タ
､
晴
天
光
蓮
十
九
海
里
と
科
す
｡
熱
壁

シヤ
ン

イ
ヒ
ヤ

山
は
イ
ヒ
ヤ
の
寄
昔
で
あ
る
｡
今
は
伊
平
屋
島
と

い
ふ
o
イ

運
天
港
の
些

7十
二
海
里
は
あ
る
7P
lの
で
周
八
旦
'
伊

ジ
ナ

是

名

島
そ
の
商
は
あ
っ
て
周
四
旦
'
伊
是
名
島
に
も
伊

平
屋
と
い
ふ
村
が
あ
る
.
陳
侃
位
錐
は
十
六
日
且
皆
旦
H

i;
米
山
叫
声

期
四
盤
惰
水
､杏
無
ノ
所
′

兄
｡
執
舶
着
日
､

今
豚
何
鋸
｡
令

二
人
上
レ

穐
以
成
…去
1
遠

旦
t
l
山
嶺
;
約
二

孟
夷
人
,
乃
日
此
熱
壁

出
也
.
亦
本

間
所
属
､
但
過
本
問

三
石
曳
､
至
,

此
可
二
以
無
γ

夏
､
若
史
従
南
東
即
日
本
夷
､

申
刻
基
､革
一
其
地
J
泊
鷲
と

あ
る
｡

三
首
里

と
き
-
と

違

い
や
う
だ
が
'
支
那
の
三
百
度
は
口
本
の
三
十
度
で

あ
る
｡
賓
測
二
十
二
梅
里
で
あ
る
か
ら
'
昔
の
人
の
海

路
の
旦
数
は
､
n
う
無
茶
を
尺
度
で
は
な

い
｡

熟
堂
山
南
風
用
寮
費
針
五
賓
船
取
二硫
黄
叫

伊
平
屋
か
ら
鮮
登
玉
史
で
硫
黄
山
で
あ
る
｡
日
本

1E

僻甜
悔
脚
編
日
本
航
路
考

鑑
に
は
fJ
の
島
に
つ
い
て
山
鹿
.)硫
黄
‥
卒
1

於
本
山
河

ゴ
lh..)

蘭
埠
-と
注
し
て
ゐ
る
､
沖
永
良
部
島
和
泊
村

事

後

蘭

と･ワ

い
ふ
の
は
恐
ら
-
rJ
の
河
蘭
で
あ
ら
う
｡
倖
侶
錐
に

鳥

キ
ノ
エ
ラ
ブ

奇

叡

永

良

部

と
記
し
て
あ
る
｡

硫
黄
山
南
風
用
丑
発
計
五
男
船
野

田
嘉
山
.叉
南
風

用
丑
発
三
貴
串
船
取
二
夢
加
刺
叫

南
風
用
翼
賛
針
及
丑

発
針
三
男
船
野

犬
羅
山
‥rゝ
ク

田
嘉
山
は
俸
侶
錐
に

皮

脂

と
あ
る
'徳
の
島
で
あ
る
O

ム
ケ
ラ

沖
永
良
部
兼

々
北
五
定
に
督
る
｡
史
は
三
乗
牛
歩

加

刺

ケ
tlh
Y

ケ
ロ
7

に
つ
-
､
rJ
れ
は

加

刺

夢

の
番
き
蓮
で
､
今
の
計

呂

成

島
で
あ
る
.
そ
れ
か
ら
史
に
三
党
大
羅
山
で
あ
る
｡
タ

ラ
は
タ
カ
ラ
の
靴
と
79
着

へ
る
が
TJ
J
で
は
大
島
即
奄

ウ
フ
シ
マ

美
大
島
に
あ
た
る
｡
俸
指
紋
ほ
は
士
名

鳥
父世臓と
あ

る
0大
羅
山
用
軍
費
計
二
男
等
船
取
.山寓
着
通
七
島
山
[
西

通
過
船

丁

奄
美
大
島
の
北
に
七
島
的
即
ち
貿
七
島
が
あ
る
｡
商

シ

ツ

シ
ヤ
ヅ

者

迫

と

い
ふ
は
明
で
な

い
0
着

寓

通

の
樽
で
､
島
津
氏

慣
だ
か
ら
'
島
津
七
島
と

さ
い
た

の
で

は
夜

か
つ
ね

四
監

四

1



地

球

妨
二
十
四
番

ゲ
ワ
ジ
i

タ
に
ラ

ス

ワ
ノ
セ

ア
ク
セ
ヰ

か
｡

口
之
島

｡
中
之
島
･

臥

蛇

･

平

･

諏

訪

湖

･
恵

石

･･(.I-.T
智

の

七
つ
で
あ
る
O

寓
着
通
七
島
山
､
用
単
車
計
五
真
船
野

野
顧
;
七
山

･･J
､ン
;I

島
内
各
呼
二
兵
之
妙
是

席

峨
-

ヤ
ク

野

願

は
夜
久
で
あ
る
｡
七
島
の
末

々
北
に
あ
た
る
方

六
里
穂
ケ
島
か
ら
閉
園
十
海
里
､
ヤ
ク
の
名
は
古
史
に

ヤ
ク

璃
玖
又
は
益
救
と
あ
る
O
菅
は
南
島
の
線
名
で
､
支
邦

リ
ユウ
キウ

人
が
琉
球
と
か
い
LJ
の
は
-
ユ
ー
ク

ー
･
ユ
ー
ク
ー
で

日
本
人
に
は
ユ
ー
ク

･
ヤ
ー
ク
と
き
乙
え
ね
の
だ
｡
即

ち
流
求
と
邪
久
と
夜
久
は
同
種
典
鐸
で
あ
る
と

坦
博
士
の
説
は
成
程
と
恩
ふ
｡
七
山
島
内
各
､

シ
;I
遵
肺
と
呼
ぶ
と

い
ふ
の
は
不
明
だ
､
日
本
語
の

御 .i,兵 への
島 rl之 シ僻
は 妙 ミ原

食
桝
だ
と
考

へ
る
｡
郷
関
陽
に
は
各
叫
兵
之
妙
是
施
と

あ
る
か
ら
､
各
之
を
呼
ぶ
と
讃
ん
で
は
い
け
な

い
｡
弧

オ
ノか
/
オ
ホ
ス
･･J
シ
マ

オ
ホ
ス,I'L
Y

で
よ
め
ば

各

､

叫

兵

之

妙

義

麻

(
大

隅

島

)

と
よ
む
べ

き

で
あ
ら
う
｡
日
本

一
鑑
に
は

日
本
着
大
隅
図
四
郡
地

方

と
あ
る
の
に
ょ
つ
て
p
乙
の
文
字
を
ま
づ
オ
ホ
ス
ミ
シ

ャ
と
葡
U
rJ
と
は

して
み
き
'
後
考
を
伐
つ
rJ
と
は
す

る

○

窮

大

娩

国
男

四

二

野
顧
山
用
巽
東
針
こ
夏
草
船
芦

旦
年
叫

用
艮
東
計

E
I宴
船
取
,l韮
南
山
.

女
ネ
ガ

夜
久
か
ら
種

子

島

へ
十
梅
里
で
あ
る
､
輿
餌
で
夜
-

て
艮
寅
で
あ
る
'
誤
記
で
あ
ら
う
､
こ
の
文
の
詳
記
は

艮
寅
行

一
首
五
十
旦
と
あ
る
の
が
正
し

い
､
十
海
里
に

衣
.n

近
似
す
る
､
且

午

は
タ
ネ
ガ
島
の
寄
菅
で
あ
る
'
南
北

十
四
盈
東
西
二
度
牛
の
島
で
天
文
十
二
年
ポ
ル
ト
ガ
ル

が
銭
砲
を
樽

へ
カ
と
こ
ろ
'
大
隅
佐
多
岬
大
泊
か
ら
東

南
二
十
五
里
の
海
上
で
あ
る
､
従
っ
て
旦
牛
山
艮
衆
行

ア
ホ

二
宵
四
十
度
と

い
ふ
註
記
を
正
し
い
と
す
れ
ば
亜

苗

は

甘
ホ

オ
ホ
で
大

泊

の
オ
ホ
で
あ
る
乙
と
ゝ
な
る
t
L
か
し
日

ア
｣ノ
ラ
ヅ

本

一
鑑
の
亜
甫
山
は
押

付

即

腺

港
に
近

い
､
夷
日
大
島

と
あ
る
か
ら
P
日
向
油
津
に
近

い
大
島
と
見
ら
れ
る
0

い
づ
れ
で
あ
ら
う
か
｡

韮
甫
山
牢
港
口
其
水
声

寛
流
甚
急
､
雛
】此
山
.用
,)

ア
シ
り
･J
ヤ

艮
蜜
針

十
茸
船
取

韮

慈

理

美

妙

(
或
沙
)

大
隅
の
大
泊
叉
は
日
向
の
大
島
附
近
で
は
潮
は
来
流

ト
ノ
山ソテ

し
て
急
で
あ
る
､
大
島
の
港
な
ら
ば

外

之

浦

で
日
向
の

沿
岸
で
は
細
島
に
つ
い
で
の
最
良
の
泊
所
で
あ
る
｡
大



島
燈
毒
の
西
三
瓶
里
に
乙
の
港
が
あ
る
､
そ
れ
か
ら
東

北
へ
ゆ
-
と
ア
シ
-
ミ
ヤ
､
又
は
ア
シ
ブ
リ
ミ
サ
キ
足

摺
岬
と
あ
る
､
土
佐
で
あ
る
O
但
し
日
本

一
鑑
に
は
fJ

アヅ
Jl
･･,I.

ア
ジ
リ
.A,
十

の
地
を

数

理

甘

､寄
膏

押

慈

利

密

雅

と
讃
む
で
ゐ
る
｡
千

五
百
七
十
年
代
の
オ
ル
チ
リ
ク
ス
東
亜
間
に
も
奇
形
の

日
本
む
し
る
L

t
onsa
土
佐
の
南
西
鵜
に
O
s
e
ch
imi
a

と

5'
ふ
島
が
あ
る
が
､
恐
ら
-
こ
れ
は
ア
セ
チ
ミ
ヤ
で

あ
っ
て
､
教
理
宮
に
該
皆
す
る
｡
南
渥
航
路
の
要
鮎
と

し
て
.
支
那
の
人
々
に
は
.
夙
に
知
ら
れ
､て
ゐ
た
澄
夫

と
兄
で
然
る
べ
き
で
あ
ら
う
｡

著
不
レ

見
庇
山
東

革
良
計
こ
更
.船
叉
良
寛
計
五
更
､

ア
ワ
ノ
ウ
ガ
LF

船
取
.Z.a.伯
饗
放
鳥
佳
眉
山
,

是
招
岬
が
見
え
な
い
と

き
は
､
ず
つ
と
針
路
を
東
北

ア
ツ
ノ

ほ
っ
ヾ
け
て
料
簡
奴
即
ち

阿
波
の
ウ
ガ
ヒ
､
鵜
飼
山
は

γ
ワ
′

哩
-
と
あ
る
｡
日
本

一
鋸
に
耶
棄
儒
と
出
て
ゐ
る
｡

一

七
ド
ノ
才
力
･･J

ウ
ケ
･.,･*

名

肝

大

儒

阿

任

密

と
も
あ
る
阿
波
閥
､
海
部
郡
に
蒲
峯

と
い
ふ
の
が
あ
る
か
ら
､

エ
ド
ノ
は
髄
記
と
し
て
､
阿

ム
ロ

ト
モ

カ
ン
′ウ
ラ

波
の
ウ
ケ
ミ
ネ
に
近
い
'
牟

岐

･
靭

･

甲
浦
の
い
づ
れ

か
ほ
っ
-
の
で
あ
る
｡
こ
の
海
上
に
は
鵜
を
捕
る
礁
が

洲
〃…

脂

脚

編

目

本
航

路
考

多

い
か
ら
'
ク
ガ
ヒ
島
と

い
ふ
の
か
も
し
れ
な

い
｡
今

日
の
地
名
で
､
阿
波
に
は
､
こ
れ
に
該
骨
す
る
研
が
な

い
｡tL
ド
ノ
･>
ガ
ヒ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

給
源
奴
烏
佳
眉
山
用
単
発
針
三
更
船
若
船
開
時
'
用

ジ
シ
マ

草
子
針

j
宴
､
船
芦

而
具
備
叫

rJ
の
文
教
初
か
ら
十
九
字
ば
か
-
意
味
が
と
れ
な

い

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

特
に
般
若
聴
開
時
の
正
字
が
わ
か
ら
な

い
｡
脱
文
が
あ

る
で
あ
ら
う
｡
し
か
し
を
の
意
味
は
紀
伊
水
道
で
両
岸

開

い
た
所

へ
き
て
'
輿
北
は
方
針
を
と
る
こ
と
に
ち
が

ジ

シ
て

ヂ
シ
†

い
在

い
｡
而

是

麻

は
ア
'1
ジ
シ
マ
の
路

島

で
ア

ハ
を
腺

し
て
ゐ
る
｡
軍
手
針

l.
史
は
距
離
短
か
す
ぎ
る
か
と
も

は
は
れ
る

｡

･..t
･㌧I
･{

而

是

庵

山
南
逸
有
況
礁
名
二
嚢
礁
[
寛
北
過
船
用
筆
丑

針

i
繋
船
是
正
路
､
却
用
Ht
峯
子
針

E
蓑

､
船
野

大
門

山
中
.
デ
シ
マ
は
或
は
(
ヌ
シ
マ
)
昭
島
の
ヌ
と
い
ふ
字
(
奴
)

を
沓

さ
を
こ
ね
た
の
か
も
し
れ
な

い
｡
淡
路
の
南
の
況

椛
と

い
ふ
の
は
沼
島
附
近
の
こ
と
で
あ
ら
う
｡

ヌ
シ
ャ
ト
モ

を
す
ぎ
て
軍
手
の
芳
心
す
J
み
大
門
山
に
入
る
｡
大

門

川
M
七

円
三



地

球

錯

二
十
四
怨

シ十
ン
山
は
友
ケ
島
で
あ
る
｡
日
本

一
鋸
に
大
門
山
に
寄
青
し

ト
モ
ガ
十
マ

ヽ
ヽ

て
大

日
任
催
遇

と
出
て
ゐ
る
｡
山
中
と
は
友
ケ
島
海
峡

の
憩
で
あ
る
｡

大
門
山
傍
西
連
門
過
船
､
用
革
丑
計
三
更
､
船
取
兵

庫
山
港
西
遊
門
と
は
柑
改
称
峡
の
乙
と
'
海
峡
を
出
て
や
は

盈
申
丑
で
北
へ
す
ゝ
む
と
三
更
で
兵
庫
港
で
あ
る
｡

兵
庫
薄
絹
.本
革

直
入
二
日
本
国
郵

兵
庫
に
つ
け
ば
そ
れ
か
ら
は
沿
按
は
従
っ
て
淀
川
を

測
れ
ば
日
本
の
閣
都
と
在
る
｡

か
-
て
巳
上
両
建
か
ら
口
本
圃
都
卒
安
武
ま
で
の
針

路
が
明
け
を
つ
ね
が
'
同
番
に
乙
の
針
路
は
即
ち
歴
代

以
凍
､
及
び
本
朝
の
閲
初
(
洪
武
)中
図
位
駈
大
審
之
改

造
で
あ
る
と
の
べ
'
頻
年
債
･H
の
入
る
や
社
々
間
道
を

と
少
'
炎
と
し
て
至
る
便
利
特
に
甚
し
い
.
し
か
し
こ

れ
を
国
中
ほ
か
Y
と
或
は
好
撃
の
従
が
倭
譜
を
導
-
か

も
し
れ
老

い
か
ら
､
日
本
人
の
凍
る
間
道
は
之
を
評
に

は
し
を

い
と
結
ん
で
あ
る
｡

し
か
し
革
質
と
し
て
'
太
倉
位
と
い
以
両
建
政
と
い

･
節
六
蚊

岬
笑

四
四

ひ
､
日
本

へ
入
る
道
は
同
じ
通
路
で
あ
っ
て
す
べ
て

之
等
の
島
に
よ
る
か
よ
ら
ぬ
か
だ
け
で
あ
る
｡
後
に
は

基
衡
の
北
か
ら
琉
球
に
よ
ら
ず
ほ
'
直
ち
に
長
崎
に
凍

る
直
通
胎
も
あ
っ
た
｡
洋
上
は
自
由
だ
か
ら
'
普
熱
､

育
代
か
ら
rJ
の
兼
支
那
海
は
ど
rJ
で
も
始
が
つ
き
'
ど

rJ
で
も
船
が
凍
ね
の
で
あ
る
.
｢填
補
偶
繁
｣
巷
四
に
､

長
崎

へ
衆
空
欄
姓
人
の
豪
に
あ
っ
た
航
路
記
が
零
さ
れ

て
ゐ
る
ほ
左
の
如
-
の
べ
で
あ
る
の
が
其
晋
で
あ
る
｡

屡
門
徒
二
長
崎
｢来
南
風
､見
二
義
轡
鶏
寵
叫

北
軍

米

サ
ヅ
マ

甘
小
シ
マ

糠
洋
､香
華
洋
｢
市
旦
一勝
桐
馬
､大
山
天
草

万
全
壷
針
‥

糠
撃

1洋
者
､
洋
中
水
滴
適
職
牝
､
水
泡
若
義

歯
一
呼
レ

之
鳥
目.米
糠
洋
香
華
洋
一
薩

桐

馬

而
南
野

琉
球
.
也
居
ニ/

於
己
方
‥
計
水
程
六
十
入
定
､
中
山
開
基
也
'
習
コ
中
開

軍

人
錫
相
図
貧
､無
r

可
n
交
易
;
(寓
膚
二
十
八
年
)

0

アモイ

と
あ
る
｡
即
ち
慶
長
五

年
頃
に
於
で

庭

門

か
ら
蔓
轡
の

キ
ー
ル
ン
を
す
ぎ
､

一
線
直
ち
に
韮
支
部
海
を
横
断
し

nンヰ
シ
マ

て
､
サ
ツ
マ
'
そ
れ
か
ら
大
島

･
天
堂
(
離

島

)

を
へ
で

長
嶋
に
つ
-
飴
が
あ
っ
た
､
兼
南
風
を
ま
っ
て
出
た
の

で
あ
る
｡
然
る
に
文
中
に
琉
球
(
中
山
問
)
は
人
顔
-
L
I



て
問
は
貧
'
交
易
す
べ
d
t,も
の
覆
し
と
あ
る
｡
前
さ
に

序
説
し
た
と
こ
ろ
の
､
腰
永
頃
の
琉
球

･
倭
超
時
代
即

ち
筋
鞘
年
代
の
琉
球
に
比
べ
で
同
日
の
談
で
は
夜

5'｡

こ
れ
は
も
と
く

琉
球
は
囲
貧
の
土
地
で
あ
る
が
'

一

時
倭
超
の
足
鰭
の
時
に
は
有
力
に
海
上
に
活
躍
し
た
驚

左
で
あ
っ
て
.､
徳
川
時
代
財
前
の
琉
球
の
南
洋
交
通
は

廃
藩
や
倭
冠
の
存
在
と
併
せ
て
考
ふ
べ

き
で
あ
っ
大
の

で
あ
る
｡
今
口
に
在
っ
て
日
本
の
領
土
で
最
も
貧
窮
で

は
あ
る
が
､
日
本
人
で
あ
る
が
故
に
'
そ
の
源
外
出
嫁

は
制
日
す
べ
き
も
の
･J
一
つ
で
あ
ヵ
､南
洋
､
印
度
洋
地

方
で
海
上
に
漁
猟
を
す
る
79
の
J
激
甚
だ
多
-
'
甚
し

き
は
地
中
源
イ
ク
-
1
の
イ
ス
キ
ヤ
lsc
h
ia
島
に
ま
で

進
出
し
て
居
住
漁
猟
を
夜
す
所
の
神
細
入

も
あ
る
位
で

常
で
西
紀

一
千
四
百
年
代
か
ら

一
五
七

〇
年
に
か
け
て

r(･1女

爪
畦
･

巡

連

･
大
蛇

･
蘇
門
冬
刑
･溝
刺
加
･道
雄

へ
貿

易
船
を
出
し
た
が
'
そ
の
同
じ
地
方

へ
漁
舟
を
浮
べ
で

盛
に
活
動
す
る
現
在
を
顧
み
る
と
き
､
沖
縄
人
の
背
後

に
は
過
去
に
於
で
も
日
本
の
薩
摩
藩
の
存
在
､
も
し
-

は
倭
超
の
刺
激
が
あ
つ
ね
と
想
像
さ
れ
る
｡
何
と

い
つ

認
梅
問
嗣
日
本
航
路
考

て
も
琉
球
人
が
日
本
国
民
と
し
て
の
自
然
の
運
命
が
う

か
i,
は
れ
る
と
恩
ふ
が
ど
う
で
あ
ら
う
｡

従
っ
て

一
時
琉
球
人
の
南
海
敬
展
は
す
rb
せ
じ
-
'

一
五
〇
九
年

マ
ラ
ッ
カ
を
占
癒
し
カ
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に

よ
っ
て
直
ち
に
注
目
さ
れ
'
ブ

ス
コ
･
ダ
･
ガ
-
マ
が
始

め
て
印
度
カ
-

コ
は
到
着
し
た
時
カ
ナ
ノ
ー
ル
の
王
及

び
侍
臣
と
談
を
交

へ
た
記
録
ガ

ス
バ
ー

ル

･
コ
レ
ヤ
に

ょ
れ
ば
'
｢
我
等
の
到
達
し
た
る
迄
に
既

は
ア
ブ
ツ
カ
･

支
郵

･
レ
ケ
オ
ス
(
琉
球
)
方
南
よ
め
大
小
八
百
飴
塵
の

船
が
譜
園
の
人
々
を
の
せ
豊
富
を
商
晶
を
つ
み
'
毎
年

印
度
に
渡
る
｣

と
話
さ
れ
た
と

い
以
'

一
五

一
六
年

フ

エ

ル
ナ
ン
･
ぺ

-

レ
ス
の
支
那
行
の
救
難
は
'
彼
は
マ

ラ

ッ

カ
を
出
帆

し
て
を
乙
よ
り
適
確
に
走
る
大
陸
の
洋

治
ひ
け
行
き
同
じ

,b
ヤ
ム
歯

に
あ
る
バ
ク
ネ
ほ
入
推
せ

少
'
乙
の
港
に
支
郷
人
･
レ
キ
オ
人
'･
..,>
ヤ
ワ
人
そ
の
他

す
べ
て
の
近
隣
蘭
島
よ
タ
多
-
の
船
幅
榛
す
と
記
す
程

に
在
っ
た
の
で
あ
る
｡
普
時
琉
球
人
が
乙
の
方
面
に
出

向

5,
た
史
料
の
多
数
は
日
支
交
渉
史
諸
に
の
つ
て
ゐ
る

か
ら
之
に
譲
る
乙
と
に
す
る
が
rJ
の
際
ポ
ル
ト
ガ
ル
八

四
男

四
五



地

球
･

解

二
十
拭
容

が
支
那
人
の
外
に
東
亜
に
レ
キ
オ
人
在
る
79
の
ゝ
活
動

を
記
し
て
ゐ
る
場
合
に
t
H
本
の
名
が
な

い
か
ら
と
い
.

っ
て
琉
球
に
封
す
る
薩
摩
や
倭
人
の
魔
力
を
触
通

し
で

は
在
ら
ぬ
と
考
へ
る
｡
故
に
白
か
ら
問
題
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
ア
ブ
ル
ケ
ル
ケ
俺
に
見
ゆ
る
ゴ
ー
レ
ス
に
つ

い

て

も
'
そ
れ
が
日
本

人
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と
5,
ふ
想
像

に
ま
で
突
進
せ
し
ひ
る
可
能
性
が
あ
ヵ
う
る
｡

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
樽
の
ゴ
ー
レ
ス
は
其
服
装
及
楓
刀
に

於
で
日
本
人
ら

し

い
趣
が
あ
る
ば
か
-
で
夜
-
､
其
性

格
と
し
て
琴
吉
に
し
て
本
圃
の
事
情
h
t和
し
p
耐
か
も

信
義
を
韮
A
ず
る
思
念
が
弧
-
ま
ね
豪
膿

だか
ら
､

マ

ラ
ッ
カ
地
方
の
人
に
惚
れ
ら
れ
た
と
い
ふ

乙と
も
､
ど

う
や
ら
日
本
人
で
あ
る
と
し
か
考

へ
ら
れ
な
い
｡
叉
其

貿
易
品
の
内
容
も
'
い
ろ
-

先
賢
の
識
諭
も
あ
る
が

そ
の
中
に
日
本
産
の
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
乙
と
は
疑
ひ

を
要
し
覆
い
｡
rJ
の
鮎
に
於
で
藤
円
蓋
八
博
士
の
見
解

は
(来
蘭
交
渉
史
論
･南
海
篇
)
正
常
で
あ
る
と
考

へ
る
｡

筆
者
も
亦
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
俺
に
｢
ゴ
ー
レ
ス

G
or
es
の

住
ん
で
ゐ
る
問
は
レ
ケ
ア
L
eq
u
ea
と

い
ほ
れ
る
と
い

餅
六
線

望

〇

四
六

ふ
｣
の
を
種
々
の
鮎
か
ら
ゴ
ー
レ
ス
は
日
本
人
で
あ
る
｡

換
言
す
れ
ば
薩
摩
人
の
住
む
閲
は
琉
球
で
あ
る
と
解
し

て
よ
か
ら
う
と
胤
考
す
る
の
で
あ
る
O
何
故
に
薩
摩
と

い
は
覆
い
で

G
ore
s
叉
は
ダ
ウ
〝
(G
h
u
r)
と

い
つ
ね

か
､
今
日
ま
で
の

聾
者
の
此
皆
は
い
ま
だ
蛮
骨
を
得
な

い
も
の
の
多

い
こ
と
は
t
H
支
交
渉
史
話
を
見
て
明
で

あ
る
が
､
聾
者
は
乙
の
rJh
-
ル
又
は
ゴ
ー
レ
と
5'
ふ
の

は
薩
摩
の
貿
易
港
た
る
坊
幹
の
支
部
名
か
ら
教
生
し
た

も
の
だ
と
考

へ
る
0

等
梅
園
編
の
両
赴
使
航
路
は
薩
摩
に
ふ
れ
な
い
で
､

大
隅
牛
島
を
某
に
去
る
rJ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
が
､
日
本

1
鑑
を
み
る
と
種
ケ
島
か
ら
南
風
に
乗
じ
良
寛
針
で
六

吏
棒
津
は
至
る
罫
を
の
べ
て
ゐ
る
｡
さ
き
に
も
引
い
た

止-
り

三
王
進
位
の
航
路
に
も
坊
津
を

抱

里

(
寄
膏
)と
し
る
し

て
ゐ
る
の
み
で
夜
-
'
日
本

一
鑑
の
夷
源
石
造
の
中
に

ハ
ヽ
ヽ
ヽ

捧
津

｢
荷
判
｣
其
名
入
唐
道
､
舌
大
隅
地
方
可
停
次

Z

百
三
十
里
､
至
山
川
津
と
し
る
し
て
ゐ
る
.
古
大
隅
地

0
0
0

方
は
誤
で
は
あ
る
が
坊
津

11
名
入

唐

道

た
る
は
古

い
rJ

と
で
あ
る
｡
山
川
港
79
官
三
十
旦
即
ち
日
本
の
十
三
里
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